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ページ 箇所 誤 正 

26 下5行目 伝達関数はインパルス応答𝑔𝑔(𝑡𝑡)を 伝達関数は単位インパルス応答𝑔𝑔(𝑡𝑡)を 

29 式(2・39) ∆𝑞𝑞𝑜𝑜 =
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40 
5行目 その要素のインパルス応答を その要素の単位インパルス応答を 

6行目 ともいうころができる。 ともいうことができる。 

61 下1行目 図3・2の（a）～（f）に示す。 図3・2の（a）～（f）のようになる。 

64 図3-6 

  

92 下2行目 式(3・44)に基づいて 式(3・49)に基づいて 

109 9行目 2回(𝜀𝜀 → 𝑐𝑐1 → 𝑑𝑑1)であり， 2回(𝜀𝜀 → 𝑐𝑐1 ≃ −4/𝜀𝜀 → 𝑑𝑑1 ≃ 2)であり， 

137 7行目 図4・9のようなピークは現れないが 図4・9のようにピークは現れないが 

175 下6行目 〔例題〕6・5 〔例題〕5・5 

178 下2行目 𝐻𝐻(𝑠𝑠)𝐺𝐺(𝑠𝑠)を𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑠𝑠)と書くことにし， 𝐻𝐻(𝑠𝑠) ∙ 𝐺𝐺(𝑠𝑠)を𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑠𝑠)と書くことにし， 

179 3行目 これを𝑋𝑋(𝑠𝑠)の式に代入すると， これを式(5・47)に代入すると， 

190 下3行目 従って，  従って，式(5・72)より 


